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膠原病の治療は従来の副腎皮質ステロイド薬・免疫抑制薬に加え，近年分子標的薬が実
際の臨床現場に登場してきた．つい先日（2021年11月末）開催された日本皮膚免疫アレル
ギー学会の膠原病・血管炎の専門部会でも，全身性強皮症に対するトシリズマブ（抗IL-6
受容体抗体）やリツキシマブ（抗CD20抗体），全身性エリテマトーデス（SLE）に対するベ
リムマブ，皮膚筋炎に対するJAK阻害薬などの新規治療や，原発性Sjögren症候群患者を
I型インターフェロン，サイトカイン・ケモカインの発現，B細胞の活性化などの特徴から
4つのクラスターに分け，それぞれの群での個別化医療の可能性が最近の話題として紹介
された．

今号では，エリテマトーデスおよびその周辺疾患に焦点を当てた．SLEの最新治療を
めぐるトピックスでは，B細胞やI型インターフェロンを標的とした治療法が紹介され，
これまで副腎皮質ステロイド薬やヒドロキシクロロキンによっても難治であった皮疹に
対しても効果が期待されよう．また，SLEのフレアの抑制や，副腎皮質ステロイド薬の減
量にベリムマブが有効であったとの実臨床での治療経験が掲載されている．効きやすい
皮疹や効果の乏しい皮疹のタイプなども今後知りたいところである．

エリテマトーデスや皮膚筋炎の皮疹をめぐっては，まぎらわしい皮疹や非定型的な皮
疹を取り上げてある．また，以前（2015年）本誌に総説を記載したので本稿では触れな
かったが，palisaded neutrophilic granulomatous dermatitisとinterstitial granulomatous 
dermatitisも人によってその捉え方が異なる．皮膚エリテマトーデスがほかの膠原病の皮
疹よりもむずかしい理由として，実際にお目にかかれない皮疹が多いことに加え，病態に
I型インターフェロン，Th1/Th17サイトカイン，好中球の関与，肉芽腫形成などいくつも
の側面があり，さらに血管炎の要素が入ることもあり，病理組織学的な目が要求されるか
らかもしれない．皮疹の考え方・捉え方がむずかしいのは事実だが，多彩なエリテマトー
デスの皮疹をさまざまな角度から考えることは面白いし，そうであるからこそ他科に真
似のできない皮膚科の視点が求められよう．

臨床例も，典型例からまれなものまで多数の興味深い症例が並んでいる．中には，考え
方の違うものや，別の観点からの見方もあるかもしれない．疑問点や感想は，ぜひ「声」の
欄に忌憚のないご意見をお寄せいただきたい．
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